
在宅避難のすすめ 

もし、災害が発生した場合、どこに避難しますか？ 

 小中学校や市民センターなどの指定避難所だけが避難先ではありません。日頃から  

の備えや防災対策を行うことで、災害時でも自宅で生活することができます。 

 自宅で安全が確保でき、生活が継続可能であれば、自宅が最善の避難所です。 

在宅避難とは 

 災害時に、指定避難所ではなく自宅で避難生活をおくることを言います。 

在宅避難のメリット 

・被災した後も住み慣れた自宅や環境で避難生活ができる。 

・見知らぬ人との共同生活ではなく、プライバシーが守られ、騒音や消灯時間などを気に  

せず自分のペースで生活できるので、ストレスが少ない。 

・食事や消灯時間など、共同生活での様々なルールに縛られない。 

・家族との会話や、子供の夜泣きなどによる周囲への気遣いが少なくてよい。 

・ペットと一緒に暮らせる。 

・大人数が密集する避難所と異なり、感染症（インフルエンザや新型コロナウイルス感染 

症など）にかかるリスクを低く抑えられる。 

・避難所まで移動する間のブロック塀の倒壊など危険を避けられる。 

・災害時に自宅を留守にすることで空き巣被害に遭う心配がない。 

在宅避難のデメリット 

・自治体が発信する最新の情報にアクセスがしにくい。 

・支援物資を受ける際に避難所や給水拠点などに出向かないといけない。 

 

 

 

 



自宅での避難生活が長引いて、食料などの備えが切れてしまったときは 

「避難者カード」を提出すれば、物資などの提供を受けられます 

在宅避難をしている方でも、「避難者カード」を指定避難所に提出することで、避難者

台帳に登録され、指定避難所で物資や情報の提供を受けられます。 

避難者カードは指定避難所で記入できます。なお、市ホームページでダウンロードし、

事前に記入しておくこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅避難者に〇 



もしもの時が訪れる、その前に 

早く正確な情報が命を守る「みえ防災ナビ」を使いこなそう 

いざという時に焦らず行動するには、日頃から多くの防災情報に慣れることが大切です。 

家族の皆さんでダウンロードしてどんな機能があるか確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市公式ＬＩＮＥの活用 

市公式ＬＩＮＥからもいざという時、地域の防災情報を得ることができま

す。 



在宅避難を可能にするためには事前の準備が大切です 

大規模災害が発生したときには、避難所に被災者が殺到し、混乱の発生が予想されます。   

また、避難所生活ではプライバシーなどの確保が難しい場合があり、避難所生活のスト

レスを考えると、自宅の安全性が確保されていれば、住み慣れた自宅で避難生活を続ける

ことも選択肢のひとつです。 

いざというとき、在宅避難を可能にするために、必要な備蓄品や家具の転倒防止などの

事前準備をしておきましょう。 

 

 


